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ｄ．こどもの朝食と外遊び 
次の図６は、図３と同様、普段よくする外遊びを選んでもらった結果について、朝食の習慣に

よるグループごとの平均を求めたものである。朝食をしっかり食べるこどもほど、選択される外

遊びの数が多く、外遊びを活発に行っていることが分かる。 
 

 

 
 
こどもたちの朝は慌ただしい。起床から３０分以内に朝食を摂り、登園するこどもも多い。ま

た、数は多くはないが、朝食を食べないことが多いこどもたちもいる。朝食を食べないことは 1
日を活発に活動することを妨げており、深刻に受け止める必要がある。 
こどもたちの朝食の習慣には養育者の食習慣の影響もあるようであり、大人も含めた朝食の必

要性の啓発、具体的なレシピの紹介といった活動を行う必要があるだろう。そのうえで、余裕を

持った起床、家族そろっての朝食という、朝の生活習慣の育成をめざした積極的な取り組みを進

めていく必要がある。 

次のグラフは、数量化 III類による分類の結果から抽出した典型的な外遊び 11項目のうち、よくす
る遊びとして選択された項目の数を示している。 
〔抽出した 11項目〕 
石拾いなど、昆虫採集や木の実拾いなど、泥んこ遊び、砂遊び、公園の遊具、基地遊び、自転車

や三輪車・一輪車、ボール遊び、追いかけっこやかけっこ、ヒーロー（ヒロイン）ごっこ、なわと

び・ゴムとび 

まとめ 
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（４）こどもの遊び 
 
乳幼児期に楽しく思う存分遊ぶことで、まわりへの興味や関心、人とのつながりをもち、こど

もは自立へと向かい始める。こどもにとって、遊びは生活そのものであり、成長には欠かすこと

のできないエネルギーの源である。今、こどもたちはどのような遊びを好み、誰と遊んでいるの

だろうか。 
 
ａ．家の中での遊び 

 
各年齢とも「絵本を見る」が上位を占め、また３・５歳になるとお絵かきを楽しむこどもたち

も多い。その他、人形やブロック等の玩具での遊びも比較的高い割合で選ばれており、家の中で

は、おもに静的な遊びをしていることが分かる。なかでもテレビ、ビデオ、ＤＶＤ、ゲーム機等

を使った遊びが圧倒的に多く、年齢があがるほどこれらの遊びが優位を占めるようになる。これ

らは一人で遊ぶことが多いため、人と関わりをもつ機会が少なくなるとともに、バーチャルな世

界に浸ることも懸念される。 
 

b．休日の過ごし方 
休日の過ごし方については、「家族で出かける」「近くの公園で遊ぶ」等９項目の中から当ては

まるものを３項目まで選んでもらった。 
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３つの年齢群とも上位はまったく同じであった。休日の過ごし方としては「家族で出かける」

が圧倒的に多い。保育所や幼稚園でこどもたちに関わる立場からすれば、平日は慌ただしい生活

を送っていることを考えると、休日は家族でゆっくりと過ごしてほしいという思いもある。ただ

し、外出の理由が養育者主体の買い物であっても、こどもにとっては重要な生活経験のひとつと

考えることもでき、こうした結果を一概に望ましくないものとは言い切れないだろう。一方、２

位と３位には「家の中で遊ぶ」と「公園で遊ぶ」がいずれも半数程度選ばれており、休日に家族

で過ごすことを大切にしているということもまた事実である。 

休日に家でよくする遊びについては、平日に家でよくする遊び（表１８）とあまり変わらない

が、テレビ等メディア関連の遊びの割合が比較的低くなっており、休日は養育者が積極的にこど

もと関わろうとしている様子が伺える。また、５歳児で「トランプやかるたなど」が１位になっ

ており、年齢があがると、家族とともに勝ち負けのある遊び、記憶力や集中力を必要とする知的

要素を持つ遊びを楽しむようになる。 
 
c．絵本との関わり 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

絵本を見る
乗り物のおもちゃ（鉄道
模型,ﾐﾆｶｰなど） お絵かき 積み木

手遊び（げんこつ山のた
ぬきさんなど）

(54.0%) (22.6%) (21.1%) (20.3%) (19.8%)

絵本を見る お話をする お絵かき
こども向けビデオやDVD

を見る ブロック

(31.5%) (28.5%) (26.5%) (26.3%) (22.6%)

トランプやかるたなど お絵かき お話をする
テレビゲームや携帯型

ゲーム機 テレビを見る

(29.6%) (28.4%) (25.6%) (25.6%) (25.5%)

絵本を見る お絵かき お話をする
こども向けビデオやDVD

を見る テレビを見る

(31.4%) (25.9%) (23.8%) (21.7%) (19.4%)

表２０　休日の家での遊び

５歳児

全体

１歳児

３歳児
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絵本の保有数の平均は、約２２冊。１冊もないと答えた家庭はごくわずかであり、こどもたち

は潤沢な絵本環境のもとで暮らしている。一方、絵本を読む頻度は「毎日読む」、「週２、３度く

らい読む」の家庭と「１週間に１度くらい読む」、「あまり読まない」の家庭が半数ずつに分かれ、

意識にやや落差を感じる。また年齢があがると絵本の読み聞かせが減少する。こどもの興味のあ

る遊びが増えたことによる絵本ばなれや、文字が読めるようになって１人で絵本を読もうとする

姿を、養育者はこどもの成長・自立と捉えているのではないかと考えられる。しかしながら、絵

本の読み聞かせには、絵本の世界を大人とこどもが一緒にイメージし、楽しむ役割がある。養育

者とこどもがこうした経験を共有することは、こどもの年齢があがってもこどもの想像の世界を

広げるうえで重要であり、意識して取り組むことが望まれる。 
また、絵本の所有数と読む頻度についてクロス集計を取ると、次の表のようになり、絵本の保

有数と読む頻度とは正比例していることが分かる。 

 
d．テレビの視聴時間 

各年齢とも約２時間程度、テレビを視聴している。テレビをほとんど見ていないこどもは２％

以下で非常に少なく、各家庭でのテレビ視聴の高さが伺える。年齢があがるとテレビの視聴時間

が増える傾向があるが、１歳児では９％が３時間以上テレビを見ており、幼い時期から長時間テ

レビを見ているこどもたちがいる。 
自由記述からは、１歳児では、こども自らが積極的にテレビを見ているというよりは、養育者

自身がついテレビを付けっぱなしにしてしまい、それが結果的に、こどもが長時間テレビと関わ

毎日読む
週に２,３度く
らい読む

１週間に１度
くらい読む

あまり読まな
い 読まない 合計

１０冊未満 度数 80 85 65 178 33 441

％ 18.10% 19.30% 14.70% 40.40% 7.50% 100.00%

度数 189 223 168 274 20 874

％ 21.60% 25.50% 19.20% 31.40% 2.30% 100.00%

度数 133 163 114 135 17 562

％ 23.70% 29.00% 20.30% 24.00% 3.00% 100.00%

３１冊以上 度数 402 276 155 184 17 1034

％ 38.90% 26.70% 15.00% 17.80% 1.60% 100.00%

度数 804 747 502 771 87 2911

％ 27.60% 25.70% 17.20% 26.50% 3.00% 100.00%

絵本を読む頻度

表２３　絵本の数 とこどもに 絵本を読む頻度の関係

絵
本
の
数

合計
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ることになっている、あるいは養育者が家事をする間にこどもにテレビを見させている状況が浮

かびあがってくる。 
 
テレビの視聴時間と絵本を読む頻度との間でクロス集計を取ると、視聴時間が長くなるほど絵

本を毎日読むと答える割合は減少し、逆にあまり読まない割合は増える。 

 
 
右の図は、「こどもと話をするのは楽しい」「でき

るだけこどもと話をするようにこころがけている」

の質問に、あてはまらない（１）～あてはまる（４）

で答えた結果について、テレビの視聴時間毎に平均

値を求めたものである。全体にあてはまると答える

割合は高いが、こどもが長時間テレビを見る家庭ほ

どこどもとの関わりが薄くなっていく傾向を読み取

ることができる。 
 
 
 

毎日読む
週に２,３度く
らい読む

１週間に１度
くらい読む

あまり読まな
い 読まない 合計

度数 24 12 4 7 2 49

％ 49.0% 24.5% 8.2% 14.3% 4.1% 100.0%

度数 73 52 24 24 5 178

％ 41.0% 29.2% 13.5% 13.5% 2.8% 100.0%

度数 240 213 130 140 13 736

％ 32.6% 28.9% 17.7% 19.0% 1.8% 100.0%

度数 302 283 198 292 36 1111

％ 27.2% 25.5% 17.8% 26.3% 3.2% 100.0%

度数 126 137 122 210 21 616

％ 20.5% 22.2% 19.8% 34.1% 3.4% 100.0%

度数 41 48 24 90 8 211

％ 19.4% 22.7% 11.4% 42.7% 3.8% 100.0%

度数 806 745 502 763 85 2901

％ 27.8% 25.7% 17.3% 26.3% 2.9% 100.0%

表２５　テレビの視聴時間とこどもに絵本を読む頻度

絵本を読む頻度

合計

見ない

３０分まで
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間

３時間以上
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e．テレビゲーム・携帯型ゲーム機の使用 

 
年齢があがるにつれて、ゲームをする割合が増える。特に５歳児になると、半数以上がゲーム

をしている。ゲームをしないこどもも含めた平均使用時間は表２６の通りであるが、ゲームをす

るこどもに限って平均を求めると、３歳児で３４．４分、５歳児で４６．８分と、ゲームをする

こどもは平均３０分以上ゲームをしている。 
さらに、ゲームをする時間とテレビの視聴時間のクロス集計を求めると、次の表のようになる。

テレビを長く見るこどもはゲームも長時間する傾向があることが分かる。 

 
 



 

 359

f．戸外での遊び 
いずれの年齢でも７０％以上が戸外に遊ぶスペー

スがあると答えており、大阪市内という都心部であ

るにもかかわらず、外遊びをするスペースがあると

養育者は認識している。ただし、それが十分なもの

であるかどうかという点については、議論の余地が

ある。自由記述の中で養育者の困っていることで多

くあげられるのもまた戸外の遊び場、公園について

であり、のびのびと遊べる場、こどもが被害者にな

る事件への不安、公園の遊具等、多岐にわたってい

る。安心して遊ぶことのできる公園環境の整備を求めていることが伺える。 
次の表は戸外でよくする遊びを５つまで選択した結果である。公園の遊具がいずれの年齢でも

１位を占め、戸外遊びの場として公園が大きな位置を占めていることが分かる。家の前や空き地

等の公園以外の場所が今は安全な場所にはなっていないとの不安が、逆に公園の役割・期待を高

めているのかもしれない。 

 
g. 遊び相手 

家の中ではきょうだいとよく遊んでおり、戸外では、親と遊ぶことが多い。安全への配慮から、

戸外では養育者の目の届くところで遊ばせているということなのだろう。また、きょうだいで遊

ぶ割合は高いが、自由記述をみると、きょうだいげんかに頭を悩ませている養育者も多く、養育

者の悩みはつきない。 
一方、年下や年上の友達と遊ぶことは少なく、 異年齢の交流はかなり少なくなっている。自由
記述でも、近所に遊び相手となるこどもがいないことが悩みとしてあげられており、現在では保
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育所・幼稚園のような場でなければ異年齢の交流が確保できない状況にあることが分かる。保育

所・幼稚園が積極的に集団遊びの場や機会を提供していくことが求められている。 
 

h. 伝承遊びの経験 
次の表は、伝承遊びについてこどもが経験したことがあるかどうかを尋ねたものである。こど

もの年齢が高くなるにつれて伝承遊びの経験が増えていることが分かる。幼稚園や保育所でも積

極的に取り組んでおり、そうしたこともこの結果に反映していると考えられる。これらの遊びは、

時代を越えてこどもたちに受け継がれてきたものであるとともに、身体全体を使い、また指先を

使って、身体的なふれあいを経験し、さらには集団での活動の楽しさを経験できるという点でこ

どもたちの発達にとって重要な役割を果たしている。保育所・幼稚園で今後も積極的に取り入れ

ていくことが望まれる。 
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i. 季節行事 
次の表は家庭に取り入れられている季節行事の割合である。クリスマスや節分等、実施率の高

い行事を見ると、商業ベースで関連商品が大々的に取りあげられることの多いものが多く、そう

した影響を受けている側面も大きいと思われる。一方、家族の誕生日も非常に重視されており、

１人１人の家族を大切にしようとする思いを反映しているように思われる。 
冬至・七草がゆ・お月見が下位に位置しているのはこの意味で象徴的である。季節感を重視す

るこうした行事は、上位に位置する誕生日やクリスマスのようにこどもが喜ぶはなやかなイベン

トではなく、現代の子育て家庭が積極的に取り入れる要素が少ないと考えられる。マスコミ等で

大々的に取りあげられることも少ないこうした季節の節目となる行事は、むしろ保育所や幼稚園

で季節感を重視した活動の一環として取り組まれることが多く、今後も保育所・幼稚園は一定の

役割を果たすことが求められる。 

 
 
 
 
近所に遊ぶ友達もあまり多くない中で、平日のこどもたちは家の中でテレビ、ビデオ、ＤＶＤ、

ゲーム機等を使った遊びをすることが多く、年長になるほどこれらの遊びが優位を占めるように

なる。長時間テレビを見るこどもの中には長時間テレビゲームをするこどもも多く、こうしたこ

どもたちは親子でふれあう機会もわずかずつ薄れていっているようである。 
こうした中で、養育者に向けて親子のふれあい方、遊び方についてもっと情報提供をしていく

べきであろう。また、異年齢集団での遊びが家庭ではほとんど不可能な現在、こうした経験を提

供する場として保育所・幼稚園等の役割は大きい。 
 

(1) 家族の誕生日 (94.2%) クリスマス (98.6%) クリスマス (98.8%) クリスマス (97.6%)

(2) クリスマス (94.0%) 家族の誕生日 (95.8%) 家族の誕生日 (96.8%) 家族の誕生日 (95.9%)

(3) お正月 (91.7%) お正月 (93.3%) お正月 (95.9%) お正月 (94.0%)

(4) おおみそか (89.0%) 節分 (92.7%) 節分 (95.7%) 節分 (92.5%)

(5) 節分 (86.5%) おおみそか (90.6%) おおみそか (94.2%) おおみそか (91.8%)

(6) こどもの日 (74.3%) こどもの日 (82.2%) 七夕 (85.7%) こどもの日 (81.4%)

(7) ひなまつり (68.8%) 七夕 (77.9%) こどもの日 (84.7%) 七夕 (75.9%)

(8) お盆やお彼岸 (57.4%) 七五三 (76.3%) 七五三 (84.5%) ひなまつり (75.6%)

(9) 母の日や父の日 (56.7%) ひなまつり (73.6%) ひなまつり (80.9%) 七五三 (71.6%)

(10) 七夕 (54.9%) 母の日や父の日 (57.6%) 母の日や父の日 (66.3%) 母の日や父の日 (61.1%)

(11) 敬老の日 (48.5%) お盆やお彼岸 (57.6%) お盆やお彼岸 (61.2%) お盆やお彼岸 (59.1%)

(12) 七五三 (40.6%) 敬老の日 (53.3%) 敬老の日 (61.1%) 敬老の日 (55.5%)

(13) 冬至 (36.5%) 冬至 (36.0%) 冬至 (40.7%) 冬至 (38.1%)

(14) 七草がゆ (32.9%) 七草がゆ (31.6%) 七草がゆ (34.4%) 七草がゆ (33.1%)

(15) お月見 (19.0%) お月見 (27.1%) お月見 (29.2%) お月見 (26.1%)

表３３　家庭に取り入れられている季節行事

１歳児 ３歳児 ５歳児 全体

まとめ 
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（５）養育者の意識 
 
近年、家庭の教育力が低下し、養育者の子育て不安感が増大しているといわれる中、家庭と保

育所・幼稚園の役割分担が変わってきているようにも思われる。果たして養育者は子育てについ

てどのように考え、保育所・幼稚園に何を期待しているのだろうか。 
 
ａ．こどもに身につけさせたいこと 
小学校に入学するまでにこどもに身につけさせたい事項１７項目について、大切でない（１）

～とても大切（５）で評定してもらった。その結果に基づいて因子分析を行い、３つの因子を抽

出した。いずれの因子にも寄与しなかった２項目を除いたうえで、項目の内容から、それぞれの

因子を（１）基本的生活習慣、（２）学習への意欲・態度、（３）対人的な能力と名付けた。各因

子に該当する項目を次の表に示す。 

 
それぞれの尺度について、年齢別に平均点を求めて図示したものが次の図８である。 
 

いずれの尺度についても平均は４点を超えており、どれも身につけさせたいものとして重視さ

れていることが分かる。ただし尺度間では多少の違いが見られ、「対人的な能力」に比べれば「学

習への意欲・態度」が重視される程度は高くない。また、「学習への意欲・態度」と「対人的な能

力」に関しては年齢があがるにしたがって重視される傾向が強まっており、就学に向けた養育者
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の思いの変化を反映していると考えることができるだろう。 
次に、これらの尺度に含まれる各項目について、身につけるうえで家庭もしくは保育所・幼稚

園どちらの役割が大きいと考えるのかを選んでもらい、尺度ごとの平均の割合を求めた。 

 
養育者の多くは、「基本的生活習慣」については家庭で身につけさせ、「対人的な能力」及び「学

習への意欲・態度」については家庭と保育所・幼稚園の双方で身につけさせたいと考えているこ

とが読み取れる。 
家庭の教育力が低下してきていると言われるが、養育者は、こどもが小さい頃からこれらの項

目を身につけることは重要であると考えており、その必要性を十分に認識している。しかも、「基

本的生活習慣」についてはまずは家庭で身につけるべきものと考え、「学習への意欲・態度」や「対

人的な能力」についても、保育所・幼稚園任せと考えるのではなく、家庭でも身につけさせるべ

きものとして考えているようである。 
 
ｂ．養育者の育児に対する意識 

 
養育者の就業形態との関係（表３６）でいえば、無職＞自営業＞パート・アルバイト＞常時雇

用の順でこどもと十分に話をする時間があると答える割合が減少する。就労で時間に制約がある

養育者ほど、こどもと話す時間がないと感じており、これは現状を反映した結果であろう。 
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また、こどもの年齢があがるにつれて、十分に話す時間があるという回答は減少する（表３５）。

自由記述を見ると、こどもが大きくなると年下のきょうだいに養育者の手が取られ、十分関わる

時間が取れなくなる様子が伺える。年下のきょうだいの有無で比較すると、きょうだいのいる方

がこどもと話す時間があるという答えは少なくなる。ただし、きょうだいがいなくても、こども

が大きくなると十分話をする時間があるという答えは少なくなる。したがって、年齢による変化

は、こども自身の遊びの幅が広がり、養育者が関わる機会が減ったことも理由になっていると考

えることができるだろう。 
次に、「こどもと話をするのは楽しい」「こどもと話をする時間を持つように心がけている」の

２項目についても養育者の就労形態、こどもの年齢別に集計した（表３７～４０）。「時間がある

かどうか」に対する回答とは異なり、養育者の就労形態による違いは見られない。働いていて十

分に時間がとれない養育者であっても、そうでない養育者と同様、こどもと話すように心がけて

おり、また話すのは楽しいと感じている。ところが、こどもが大きくなると「こどもと話をする

のは楽しい」と答える割合も、「こどもと話をするように心がけている」と答える割合も減少する。

こどもと一緒に朝食を食べる割合が減少するのと同様に、こどもの身辺自立がすすむとともにこ

どもとの関わりもまた緩やかに減少する。 
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ｃ．養育者の知りたい情報 

 
どの年齢も教育機関（保育所・幼稚園・小学校・習い事）の情報が１位であり、急病時の対応

等が２位であるが、３位は年齢別の特徴が出ており、１歳児は生活習慣、３歳児はこどもへの接

し方、５歳児はこども同士の遊ばせ方となっている。 
こどもへの接し方、こども同士の遊ばせ方に関する情報は、同年代のこどもや少し大きくなっ

たこどもをもつ養育者たちとの交流から得られるものが多くあると考えられる。保育所や幼稚園

等の関係機関はきめ細かな情報提供を行うとともに、養育者同士が相互に助け合いながら必要な

情報を得ることができ、またそれによって悩みを解決していくことができる場を保障することも

求められる。 
 
ｄ．自由記述から伺える養育者の悩み 
自由記述に見られる養育者の悩みをいくつかに分類することができるが、もっとも多いのは、

きょうだいげんかや生活習慣等、その年齢のこどもとしては一般的な行動に関するものである。

養育者自身が自分のこどもが生まれるまで、こどもと関わってきた経験が少ないためであろうが、

こどものどういった行動が発育に見合った行動なのかが分からず、ひとつひとつが気になり、悩

みとして抱え込んでしまうことがあるように思われる。２番目に多いのは親子のふれあいに関す

るもので、こどもともっと関わりたいと思っているが、こどもとの言葉のやりとりに悩み、つい

つい感情的にしかってしまうという内容である。その一方で、こどもからいったん離れ、母親自

身がリフレッシュしたいと望んでいる姿も見られる。 
自由記述全体から感じられるのは、子育てに関する意識は高いが、うまくいかずギャップに悩
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んでいる養育者の姿である。子育て情報を提供する場や養育者を支援する制度は増えてきている

が、そうした知識だけでなく、もう一歩踏み込んで、養育者がこどもとのふれあいを心から楽し

めるよう、保育所・幼稚園での行事等を通じて、養育者自身を育てていく多面的なアプローチが

必要なのではないだろうか。 
 
 
 
 
子育てに関して養育者は、基本的な生活習慣についてはもっぱら家庭で身につけるべきもので

あり、学習への意欲・態度や対人的な能力は家庭と保育所・幼稚園の両方で育てていくものであ

ると考えている。ただし、養育者自身の経験不足から子育てに戸惑い、その一方でこどもの年齢

が３歳、４歳、５歳とあがっていくと、小さいときほど熱心にはこどもとふれあうことがなくな

ってくる。 
養育者の悩みに応える細やかな情報提供だけでなく、親子のふれあいの場を保障し、また養育

者同士が情報交換し、助け合えるような場を確保すること、そのような形で養育者自身が育つ場

を作っていくことが求められる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ 
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４ 生活実態アンケート調査に基づく 

「就学前児童健全育成プログラム」の課題と目標 

 
基本的な考え方 

 
大半の養育者は、こどもが基本的生活習慣を身につけることの必要性や重要性を理解している。

一方で、なかなか具体的な行動に移せないで悩んでいる養育者も多い。子育て支援の場や保育所・

幼稚園でなすべきことは、望ましい養育者の姿（早く寝かせましょう等）を知らせるだけでなく、

具体的に行動に移せる方法の提示と、ともに実現に向け努力することである。 
 
こどもが成長していくうえで必要なことの中には、現代の家庭環境では実現が困難なものもあ

る（例えば、集団での遊び、異年齢児同士の交流や地域での世代間交流、多様な季節行事の体験

等）。このことを踏まえ、保育所や幼稚園においては、異年齢を含む集団活動や、伝承遊びと文化

を踏まえたプログラムの実施等、多様な体験の機会を提供する必要がある。 
 
在宅の親子（おもに１歳児）の課題と健全育成プログラムの目標 

 
課題 

 
① 養育者も含めて基本的な生活習慣が定着していない。それだけでなく身につけるための具体

的な方法もよくわからない。 
 
② 養育者が求める情報が、必要としている人に十分に伝わっていない。 
 
目標（プログラムの視点） 

 
① 親子の適切な愛着形成のため、親子のスキンシップやふれあい遊び、絵本の読み聞かせ等、

具体的なこどもとの関わり方をプログラムとして提供する。 
 
② 基本的な生活習慣の育成に向けた具体的な工夫の手立てを提示する。そのためのチェックリ

スト等の工夫をする（早く寝かせるための工夫、朝ご飯を食べさせるための工夫等）。 
 
③ 不安に対するきめ細かな情報提供と支援体制を整備する。 
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保育所・幼稚園にすでに就園しているこどもたちの課題と健全育成プログラムの目標 
 
課題 

 
① 朝の生活に余裕がなく、夜の生活はやや弛緩している傾向がある。 
 
② 年齢があがるにつれて、テレビやゲーム等のメディア接触が、遊びの中で大きな比重を持つ

ようになる。 
 
③ こどもが戸外で遊ぶ環境は、必ずしも十分ではない。 
 
④ 異年齢や集団での遊びが少なくなっている。 
 
⑤ こどもが成長していくにつれ、養育者のこどもに関わる機会が減少している。 
 
⑥ 小学校への円滑な移行に向け、家庭と保育所・幼稚園の連携が求められている。 

 
目標（プログラムの視点） 

 
① 基本的な生活習慣を育成するための具体的な手立てを提示する。チェックリスト等を作成す

る。 
 
② こどもの年齢に応じた関わり方（集団遊びを含めたふれあい遊びの紹介、絵本の読み聞かせ

等）を紹介する。 
 
③ 子育て関係機関等で、伝承的な遊び、季節行事等の多様な体験の場を提供し、こどもの健や

かな成長と遊び文化の継承と創出を行う。 
 
④ 異年齢を含む集団での遊びの機会を増やすとともに、こどもの興味・関心を引き出す働きか

けを充実させ、小学校以降の生活につながる対人的な能力や学習への意欲・態度を育成する。 
 
⑤ テレビやゲーム等のメディア接触については、長時間視聴を減らす等メディアの適切な使い

方について具体的な手立てを提示し、子育て関係機関等で家庭での取り組みを支援する。 
 
⑤ 大阪市内という都市部でも可能な自然とのふれあい方等、屋外でのこどもの活動を増やす手

立てを提示する。 
 
 
 

 




